
25L105 担当形態

開講学期 1

第14回 作品制作

演習問題

第5回 表の作成 授業のポイントの復習・整理 第13回 作品制作 作品制作

第4回

作品制作

第7回 リンクの設定、ロールオーバー効果 授業のポイントの復習・整理 第15回 作品制作・プレゼンテーション 作品制作

第6回 表を使ってのページレイアウト 授業のポイントの復習・整理

なし

第8回 アクセシビリティのチェックとファイルの転送、サイトの公開 授業のポイントの復習・整理
事前・事後
学修時間

(分／授業1回）
45分／授業1回

教科書
[書名／著者
名／出版社]

はじめてのホームページ・ビルダー22／桑名 由美／秀和システム

受講生への
メッセージ

インターネット時代の中心となる技術です。基礎をしっかり身につけましょう。

参考書
[書名／著者
名／出版社]

回数 授業計画

授業の主題 ホームページ制作の基礎を理解し、情報発信の基礎を知る。
課題等への対応

(フィードバックの方法等)
進捗状況に応じて対応。

授業の方法 ホームページ作成ソフトを利用しての演習。
アクティブ・ラーニングの

実施方法

事前・事後学修

第1回 インターネットの仕組み，ホームページの仕組み 授業のポイントの整理 第9回 スタイルシートを使ったサイトの作成（1） 授業のポイントの復習・整理

回数 授業計画 事前・事後学修

授業のポイントの復習・整理

第2回 Webサイトと文字の入力 授業のポイントの復習・整理 第10回 スタイルシートを使ったサイトの作成（2）

写真やイメージの利用 授業のポイントの復習・整理 第12回 総合演習

授業のポイントの復習・整理

第3回 配置、書式、箇条書きなど、属性の設定 授業のポイントの復習・整理 第11回 イメージの編集、アニメーションの作成

ウェブデザイン 科目コード 担当者 森　弘行 単独

対象学科・
コース

生活創造学科　地域未
来創生コース

配当年次 1年次 後期

科目区分 専門教育科目 授業科目名

履修条件
教育職員免許法

施行規則に
定める

科目区分等

単位数
必修・選択

の別
選択必修 免許・資格要件

科目区分

実務の経験を有する教員担当科目 該当
実務の経験内容及び

科目との関連
学内情報システムの導入、運用、管理に従事

科目に含める
ことが必要な

事項

授業形態 演習



定
期
試
験

臨
時
試
験

提
出
物

発
表
内
容

受
講
態
度

実
習
評
価

レベル１

（Ｆ：59%以下）

①
学習
意欲

②
規律性

10 10
著作権、意匠権、アク
セシビリティなどへの
配慮の意識がない。

③
知識

30 30
HTMLの基本的な機能を
理解していない。

④
技能

30 30
ホームページビルダー
でのウェブサイト構築
ができない。

⑤
情報
活用
能力

⑥
課題

解決力

⑦
言語
活用
能力

⑧
コミュ
ニケー
ション
力

30 30
目的に沿った情報量の
ウェブサイトを構成す
ることができない。

⑨
主体性

⑩
協働性

100 100

行
動
・
応
用

ウェブサイトの構成、発
表ができる。

合計

著作権、意匠権、
アクセシビリティなど
に配慮したウェブサイ
トを構築できる。

情報倫理

創
造

知
識
・
技
能

HTMLの基礎を理解し応
用できる。

HTML

HTMLの基礎を理解した
うえでホームページビ
ルダーを用いでウェブ
サイトを構築できる。

Webページ作成

思
考
・
判
断

観
点

尽
心

態
度
・
志
向

授業内の演習課題
作品発表

HTMLの基本的な機能を
十分理解し応用でき
る。

HTMLの基本的な機能を
理解し応用できる。

HTMLの基本的な機能を
ある程度理解し応用で
きる。

HTMLの基本的な機能を応
用できない。

授業内の演習課題
作品発表

著作権、意匠権、アク
セシビリティなどに十
分配慮されたウェブサ
イトを構築できる。

著作権、意匠権、アク
セシビリティなどに配
慮されたウェブサイト
を構築できる。

著作権、意匠権、アク
セシビリティなどある
程度に配慮されたウェ
ブサイトを構築でき
る。

著作権、意匠権、アクセ
シビリティなどへの配慮
の意識が少ない。

授業内の演習課題
作品発表

ホームページビルダー
を十分活用してウェブ
サイトを構築できる。

ホームページビルダー
を活用してウェブサイ
トを構築できる。

ホームページビルダー
をある程度活用して
ウェブサイトを構築で
きる。

教科書に従ってホーム
ページビルダーでのウェ
ブサイトを構築できる。

ウェブサイトの目的に
応じたウェブサイトを
構成できる。

ウェブサイトの構成
授業内の演習課題
作品発表

目的に沿った十分な情
報量のウェブサイトを
構成し、発表できる。

目的に沿った情報量の
ウェブサイトを構成
し、発表できる。

目的にある程度沿った
情報量のウェブサイト
を構成し、発表でき
る。

表
現

実
践

評価方法／評価指標
レベル５

（Ｓ：100～90%）

レベル４

（Ａ：89～80%）

レベル３

（Ｂ：79～70%）

レベル２

（Ｃ：69～60%）

評価基準

学
修
成
果
の
大
分
類

学修成
果の

中分類
[10の
力]

学
修
成
果
の

配
点
比
率

(

%

)

評価方法の配点比率（％） 学修成果の小分類 尺度

学修成果の到達目標 修得する能力


